
収穫作業で忙しくなる秋は、農作業事故が発生しやすくなります。

特にコンバインで発生しやすい２つの事故に注意しましょう。

自脱型コンバインに係る「負傷」事故原因は「刃、巻き込まれ」が約７０％

（農業機械の事故実態に関する農業者調査結果(生研センター・平成20年5月)より）

事例②
組作業であせってしまい、
無理なペースで作業を行った。

事例③
エンジンを停止せず、
わらの詰まりを取り除いた。

①作業中は、巻き込まれやすい
ものを身につけない。
②詰まり解消作業や清掃時は、
必ずエンジンを停止！！

本チラシの記載内容や全ての画像、イラスト等は（独）農業・食品産業技術総合研究機構農業技術革新工学研究センターの
「農作業安全情報センター」ホームページより引用させて頂いております

事例①

タオルや腕抜き、軍手がフィー
ドチェーンに巻き込まれた。

① コンバインの可動部への巻き込まれ



福岡県農作業安全連絡協議会（事務局：福岡県農林水産部経営技術支援課）

秋の農作業安全月間 （９～１１月）

自脱型コンバインの死亡事故原因で最も多いのが「転倒・転落」です。

また、負傷事故も含めると、転倒・転落事故の半分弱は後進時に発生。

後方の機体付近は死角になりやすい

①後進時は、特に慎重に運転しましょう。
②畦など乗り越える時は、畦に直角に向き、低速で操作しま
しょう。

コンバインは構造上、重心が高い。
畦越え時は機体が大きく傾き、
転倒の危険！

② コンバインの転倒、コンバインからの転落


